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業種別の「協働の着眼点」は、「大項目」、その下の「中項目」、さらにそ
の下の「小項目」の樹形図。
策定作業では、参加者が実際の業務の具体例を棚卸し、これを「小項
目」にまとめ、これを課題毎に「中項目」にまとめ、これを取組分野でまと
めるという、積み上げの標準化作業を実施。

〔大項目〕 〔中項目〕 〔小項目〕 〔具体例〕

消費者の信頼向上に向け
て共有されるべき食品事
業者の取組の分野

食品事業者に
おける課題

食品事業者の課題
に対する対応

小項目の具体的
実践方法を例示
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協働の着眼点［業種別］[2]
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協働の着眼点［業種別］製造版～抜粋～[2]
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業務振り返りから体制強化へとつなげる

「ベーシック１６」

協働の着眼点

取引先との情報収集・
発信の効率化

第三者視点の活用に
よる企業力強化

自社の取組の充実

消費者コミュニ
ケーションの充実
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「ベーシック１６」について[2]
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自らの業務を振り返り、事業者同士、そして消費者との
信頼を築くためのツール
｢協働の着眼点｣の大項目（１６の分野）を基に構成

①自らの振り返りができ、次の取組を考えることができます。
見直すことで、力を注ぐべき部分や改善点が明らかになります。
他社の取組を比較することで、新たな気付きに繋がります。

② 取引先に自社の取組を示すことができます。
取組を整理して示すことで、取引先の理解が深まります。
ＦＣＰ商談会シートの記入の際にも活用できます。

③ 消費者との信頼を築くために必要な項目を確認できます。
他社の取組を参考にして、お客様対応を充実することができます。

ベーシック１６を記入すると
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「ベーシック１６」の概要[2]
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 FCP専用ホームページ上からもシートのダウンロードができます。
 FCP専用ホームページ上で直接記入することもできます。
 FCP専用ホームページで自社のシートを公表することができます。

現状を振り返るのに、とても役立ちまし
た（Ｂ社）

丁度このような気付きのシートはないかと思っ
ていたところでした。ここのラインを最低限
やっておくべき基礎と考え、それを土台に付加
価値で競争していきたいと考えております。

文章かするということはわかりやすく大切
なこと（Ｃ社）

今後は、着眼点の各項目を全社内で掲示し、経営
計画書のファイルにも付加する予定です。（中
略）再確認と課題意識を持つという意味で今回の
作業は役立ったと考えています。

緊急時の取組が埋められていないことがわ
かった（Ｆ社）

項目に従って自社の取組を書き出していったが、
「緊急時のコミュニケーション」のところに来
て、社としてきちんと書き出せることがないこ
とに気付き、この部分の取組の必要性を感じま
した。
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「ベーシック１６」を利用した方の声[2]
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「協働の着眼点」により
フードチェーン全体の透明性向上へ

１．共通言語の確立による食品事業者の行動の「見える化」

２．企業間コミュニケーションの円滑化・効率化

３．個別企業による「消費者の信頼向上」への取組の促進
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